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やさしさ
和歌山・岡㟢　凜太朗
　「演奏で一番大切なことは『やさしさ』です。」
　埼玉県の公立中学校の吹奏楽部で期間限定の指導者となった、世界最高峰の吹奏楽団として名高いイーストマン・ウインド・アンサンブルの現役指揮者、マーク・スキャタデイさんは言います。
　僕は中学三年生で吹奏楽部員です。
　僕は、どちらかというと自分の感情を表に出すのが苦手です。別に他人のことが嫌だったり、他人を傷つけたりしたいわけではありません。みんなといることが楽しく感じられるし、学校や部活にも不満はなく、僕なりに充実した生活を送ることができています。
　自分では難しい顔をしているつもりもないのですが、僕のことをよく知らない人が見ると無愛想で感じが悪いと思う人も少なくないようです。友達はもちろん、同級生や部活のメンバーは僕のことをよく分かってくれているため、トラブルになるようなことはありません。しかし、あまり関わりのない先生方から見ると、態度の悪い生徒だと感じることもあるらしく、時には叱られることもあります。
　感情表現が豊かで、笑顔を絶やさない友達もたくさんいますが、僕は僕で、これが僕の自然体です。無理に笑うのはしんどいし、個性を押し殺して生きる必要もないかなと考えています。
　そんな僕が、吹奏楽部に入部したのは、先輩から熱心に勧誘されたことがきっかけでした。入部当初は楽器の扱いに苦労しましたが、楽器に触れていく中で徐々に演奏の楽しさを知りました。
　吹奏楽で使われる管楽器や木管楽器はそれぞれが見た目も音も個性的です。ひとつの楽曲を完成させるためには、それぞれの個性的な音を集結させます。タイミングを合わせ、それぞれのパートの音が重なり合うことで一つの音楽が完成します。
　マークさんがいう「やさしさ」はそれぞれの個性を生かしつつ他の楽器の音を聞き、他の楽器と自分の楽器の両方の音がともに生きるよう音量や演奏方法を考えることでした。
　実際に指導を受けている中学生たちは、他の楽器の音を聞きマークさんの教えを実践することで演奏のレベルを上げることに成功していました。同じ楽器のパートの中でも、経験年数や演奏レベルが違う中、自分の個性を生かしつつ、他人を思いやることで、この吹奏楽部の演奏は素晴らしいものへと変わっていきました。
　実際の社会も豊かな個性の集合体です。他人を傷つけるような悪意や行為は個性とは呼べませんが、そうではない様々な趣味や思想や性格の違いなどの個性は生かしつつ、それぞれに他人を尊重する「やさしさ」を持ち寄ることができる社会であってほしいと思います。
　吹奏楽では同じ楽器でも演奏する人によって出る音が違います。当然、演奏中に間違った音を出してしまうこともあります。そんな時は、同じパートのメンバーはもとより、違う楽器のパートのメンバーが奏でる音で補い、演奏を支えます。
　社会においても、間違いをおかしてしまう人はいます。そんな場合には、周りの「やさしさ」がその人を支えます。
　吹奏楽部での演奏は、そういった社会の縮図のようです。間違った人や音の出ない人を支えることから学ぶことも沢山あります。反対に自分が間違えてしまった時に周りの人の出す音に助けられることもあります。演奏の中の「やさしさ」は、社会での人を思いやる心に通じるものがあると思います。
　感情が表に出にくいという僕の個性は、なかなか変わらないとは思います。しかし、吹奏楽から学んだことを少しは生かし、他人の気分を害することのない程度には「やさしさ」が表に出せるようになれたらいいなと思います。まずは、周りの友達や家族と、笑顔で朝の挨拶を交わすことぐらいからスタートすればいいのかもしれません。
　たくさんの個性的な音と「やさしさ」が集まり、素晴らしいハーモニーを奏でる吹奏楽のように、人それぞれの人格や個性を尊重し、できることから始められる「やさしさ」が集まることで、社会を明るくしていくことができるのではないでしょうか。
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